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■鉄建建設株式会社（本社：東京都千代田区、社長：林 康雄）は、平成 29年9月1日防災の日に

あわせて全社一斉に防災訓練を実施しました。 

淡路島北部明石海峡を震源とする、マグニチュード 7.3震度6強の兵庫県南部地震が発生したと

想定し、「鉄建事業継続計画 ＝TEKKEN BCP＝」に基づいた安否確認訓練、人命救助訓練、復旧対応

訓練等を実施しました。訓練には、本社及び全国の８支店、グループ会社を含む約2,000人の社員

が参加しました。今年度は淡路島北部明石海峡を震源とする震度 6強の地震で、関西地方が大きく

被災し、本社と大阪支店で連携し対応にあたる訓練としました。訓練を通じて、「鉄建事業継続計画 

TEKKEN BCP」の課題を抽出し、計画の見直しをすることにより、BCP 体制を強化することを目的と

しています。 

主な訓練内容は次の通りです。 

 

■訓練内容 

①社員及び家族の安否確認 

安否確認システム（社員の登録メールアドレスに地震発生を知らせ、各自がPCやタブレット、

携帯電話等で返信する）を使用し、全社員とその家族の安否確認を実施しました。（安否確認シス

テムについては各支店管内で地震が発生したと設定し、各地で訓練を行いました。） 

 

②被災状況・復旧支援体制の確認 

鉄建24時間情報センターと災害対策本部が連携し、施工中の現場の安全確認や被災した現場へ

の復旧支援体制の確認を行いました。大阪支店からは本社災害対策本部に人員や物資の支援要請

が入り、周辺支店や協力業者へ応援要請をかける手順を確認しました。本支店間の連絡は、災害

時に通信制限を受けにくいとされる「災害時優先電話」を中心に、ＴＶ会議システム、タブレッ

ト端末によるインターネット回線を使用した画像中継（FaceTime）など電話回線以外の方法で相

互連携訓練を実施しました。また、本社機能のバックアップオフィスとなる社員寮（東京都杉並

区）に対策本部を立ち上げる訓練も実施しました。 

 

③お客さまへの対応 

 当社の施工物件が地図上で検索できる独自システム（TIS-MAP）を活用し、被災範囲内（大阪市

内および香川・徳島から半径30km）の調査対象をリストアップし、被災状況調査を行う訓練も取

り入れました。また、大阪市内のお客さまのオフィスに徒歩で訪問し、被災状況や復旧支援体制

の確認を行ないました。 
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④人命救助訓練 

大阪支店管内の土木・建築の作業所においては、「外部足場が倒壊し作業員が下敷きになった」、

「軌道敷盛土法面が崩壊し一般道が通行止め」などと具体的に被害想定し、被災者を救出しＡＥ

Ｄによる心肺蘇生後、救急隊に引き渡すという訓練を実施しました。人命救助の様子はインター

ネット中継で映像を交えながら本社災害対策本部に報告を行いました。 

 

⑤その他 

事前訓練として、8 月 4 日に安否確認システムによる安否確認訓練を防災訓練に備え、実施しま

した。 

 

■今後、今回の訓練で抽出した課題を解決するために「鉄建事業継続計画 TEKKEN BCP」の改定を進

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練を総括する対策本部長（林社長）       各班から本部長へ定時報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット（FaceTime）による現場との中継      大阪支店災害対策本部の様子 
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